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「感謝の気持ち」 と 「できること」 
                                    校 長  持 田  晃 

 ５月２９日の晴れ渡った青空にブルーイ

ンパルスが、「医療従事者への敬意と感謝

を示すため」に都心上空を飛行しました。

右の写真は三中の３階から見えた様子です

（白い線）。ブルーインパルスが東京上空

を飛行するのは、２０１４年５月の旧国立

競技場の閉場イベント以来とのことです。 

 また、平成１０年２月７日の長野五輪の開会式でのブルーインパルスの飛行については、テレビ番組で

再現ドラマが放映されました。 

 ここで、大切だと感じることは、新型コロナウイルス感染症の対応で、３ヶ月以上に渡り「医療現場」

はひっ迫しており、その「敬意と感謝」を示すことだと考えます。もちろん、このような大きなことは、

私たち一人ひとりの力ではできませんが、一人の力で世の中を大きく動かした人を紹介します。 

 それは、イギリスの“キャプテン・トム”の愛称で親しまれる「トム・ムーア」さんです。ムーアさん

は、９９歳の退役陸軍大尉で、イギリスで新型コロナウイルス対策の最前線に立つ医療機関やスタッフを

支援し、１０００ポンド（日本円で約１３万３，０００円）を募ろうと、１００歳の誕生日までに自宅の

庭（幅２５メートル）を１００往復することに挑戦しました。歩行補助器を使って、ひたむきに歩き続け

る姿がテレビで放送されると多くの人に感動と希望を与え、寄付金はどんどん集まり、オンライン募金サ

イトに集まった額は２０００万ポンド（日本円で約２７億円）を超えました。 

 このお話には、続きがあります。トム・ムーアさんとイギリスで有名な俳優・歌手であるマイケル・ボ

ールさんがデュエットした、イギリス人なら多くの人が知っている「You’ll Never Walk Alone」を発売

し、全英シングル・チャートで初登場１位に輝きました。そして、この収益はチャリティへ寄付されるこ

とになります。この曲が発売される前の１位は、ウィークエンドの「Blinding Lights」でした。ウィーク

エンドさんが、「You’ll Never Walk Alone」を買おうと広く呼びかけたことも知られています。 

 さて、私たちにできることは何でしょうか？ もちろん、医療現場の方々への感謝の気持ちもそうです

が、日常の生活は多くの人の関わりによって、成り立っているということを再認識し、日々の生活にも感

謝の気持ちを忘れないでほしいと思います。 

 残念ながら、今年 1 年間の計画が大きく変わってしまいました。しかし、先週から分散登校が始まり、

来週からは一斉登校になります。今までの日常とは違う新しい生活様式を意識し、新しい仲間たちと生活

し、心の絆を深めていきましょう。ご家庭でも引き続き、検温等のご協力をお願いいたします。 

＜現時点で中止となった行事＞ 

 ・運動会（１学期・全学年） ・プール指導（１学期～・全学年） ・職場体験（２学期・２年生） 

 ＊その他、２学期の行事についても、今後の状況により延期または中止、規模縮小などになることがあります。 
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見えにくいですが、この線です。 

                新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止のために、マスクを着用しています。マスクは、「飛沫の拡

散防止」に有効ですが、高温や多湿といったこれからの季節は、「熱中症」のリスクが高まります。 

厚生労働省では、「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントで「屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確保でき 

る場合には、マスクを外しましょう」としています。校内では、体育などの運動の場面では、人との距離をあけて外しますが、登下校時 

でも人との距離が確保できる場合には、マスクをはずし熱中症の予防を心がけることも大切です。 

 
マスクのお話 



生活指導部より 
 

 生活指導部では、学校の再開に合わせて「新型コロナウイルス感染防止に向けての注

意点について」というプリントを作成し、生徒が学校生活で注意してほしいことを登校

初日に読み合わせました。「１．感染防止に関して、個人で気を付けること」「２．誰も

が嫌な思いをしないために気を付けること」「３．1 日の流れの中での注意点」「４．保

健室から」「５．各教科の注意点」の 5 つの項目について細かな注意点を確認しました。 

 学校再開に向けて、校内でも様々な対策を考

え準備を進めてきましたが、6 月 1 日の様子を

見てみると、久しぶりに友達と会ったことでテ

ンションが上がってしまい肩を組んだり、じゃ

れ合ったりという行動が見られました。どんな

に約束事項を設けても、やはり 1 番大事なのは

『個人の意識を高く保つこと』なんだと痛感し

ました。 

 これから先、様々な対応が求められることで

はありますが、生徒の感染防止活動を進めなが

ら、笑顔あふれる学校生活を作り上げていきた

いと思っておりますので、ご理解・ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布したプリントの表紙 

手洗い場 

チョークや黒板消しには専用の紙を使い、 
直接触れないで使用します。 

様々な掲示物 生徒下校後の校内消毒 



保健室より               
学校再開にあたり、本校学校薬剤師、木村玲子先生と学校環境衛生における取り組みについてご助言

をいただき、校内消毒等をすすめています。 

＜健康観察について＞ 

「健康観察カード」に記入し、毎日の健康観察を行います。来週からは朝学活で記入します。（カー

ドは家には持ち帰りません）朝、家で必ず検温をしてきてください。 

＜手洗いについて＞ 

給食前の手洗いは、密を避けるために、学級を指定した特別教室

（理科室等）も開放します。また、手洗いが習慣化するよう、給食前

の手洗いの時間は「手洗いの歌」を流していくことも考えておりま

す。 

 

＊昨年度、保健委員会で発表した手洗いの歌（手洗い場に掲示しています） 

 

府中市養護教諭研修会 日野クリニック 日野佳昭先生のお話から 

とにかくどの場面でも「手洗い」をしてください。長い臨時休業で、子ども達のストレスは相当高ま

っているので、大人は子どもに寄り添ってあげてほしい。「新しい生活様式」は、子ども達は（大人も）

すぐにはうまくできない。その時は、あまり子どもをしからないでください。ご家庭でも新しい生活様

式は「楽しさ」を上手に交えて実践させてください、との事でした。 

 

 

学校が始まり 2 週間がたちました。元気そうに登校する生徒達の姿が見られて安心しました。しか

し、体調不良で保健室に来室した生徒も何人かいました。対応する中で、ふと感じたことは、すぐに

生徒の表情が読み取れない事です。マスクをしているので、顔色・口の動かし方・汗のかき方など、

今まで何気なく出来ていた生徒の健康面での観察ができなくなっている事に気付きました。これから

もマスクの生活は続きます。保健室でも、今まで以上に、子どもの言葉に耳を傾け、より丁寧な健康

観察をしていきたいと思います。 

 

 
  

 



 

 

 

「１ 肩に向かって挨拶はしません。」 

 「２ 不得意だった人が教える立場になれば良いのです。」 

 「３ 遮二無二取り組むことが大事です。」 

  「４ ○○が善である。本当でしょうか。」 

「５ 忘れるから生きやすくなる。 」 

  「６ 型にはめない。」 

  「７ ここから○○駅に行くのに色々な方法がある。」 

   「８ 感捨離」 
 教 諭  宮川 美智子 

三中に着任し、一年が経つ中、このコーナーで、それぞれの先生方のとてつもなく個人的な経験を読むた

びに、んー、私にとっての「一言」はどれ？と頭の中で浮かんでは沈み、沈んでは浮かび、一つに絞れない

ので、冒頭にあげた８つとなりました。           

１ 小学生の頃、夏休み、祖父母の家に遊びに行った際、偶然、居合わせた叔母に真正面に着座しないで

挨拶をした私への一言。礼儀のあり方を示唆してくれました。 

２ 漢文の先生が、話の流れは忘れましたが、語られた言葉。私が、社会科の教師になるか、英語の教師

になるか、考えあぐねていた頃だったので、印象に残っているどころか、現在の私に直結している大

切な話です。 

３ 同じ漢文の先生が、大学受験に向け、追い込み期だった学生たちを目の前におっしゃった言葉。「遮

二無二」、一所懸命よりパワーアップした響きを感じる言葉が不思議と心に残っています。 

４ 心理学、初回授業の冒頭で教授が投げかけた発問。思い込んでしまう危うさに気付くきっかけでし

た。 

５ 生き方のヒントを扱ったエッセーで出会った言葉。単語、専門用語など、覚えなければならないこと

だらけで、記憶力は大事とカチカチになっていた時、「忘れる」ことが悪ではないことに気付かせて

くれました。 

６ ベテランの先生からの一言。浅い知識と磨き切れていない感覚だけで、目の前の現象を見定めようと

していた私をそっとたしなめてくださいました。 

７ ６番の時とは異なる別のベテランの先生がチームメンバーにおっしゃった言葉。色々な取り組み方が

許される場合とできることならば一本化した方が良い場合がある中、目的にぶれがなければ、取り組

み方に違いがあっても問題はないでしょう、と穏やかにその場を収められました。選択肢が複数ある

ことがゆとりにつながることを学んだ場面です。 

８ 新聞の投稿欄に寄せられた言葉。身のまわりをさっぱりとしておくことは、好ましいことだとわかり

つつ、現在は使わなくなったが世話になったもの、支えてもらったものに思いが絡みついて、処分し

きれない物、もの、モノ。しかし、「感謝の気持ちを添えて」手放す考え方に、納得できた私。ゆっ

くり整えていこうと動き出しました。 

 プリン・アラモード風に言葉を寄せました。実は深く刻み込まれた言葉がもう２つあります。ただ、文字

にしてしまうとキツい内容になりそうなので、控えておきます。 

道 徳 の 窓 

NO２３ 


